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 9.1
市役所の代表電話は�

042-378-2111

▼
�

市の花�
「ナシ」�

�

緑につつまれ友愛に満ちた�
市民のまち稲城�

９月の休日窓口　１０日（日）、２３日（土）　８時３０分～正午・１時～５時　市民課、保険年金課、課税課、納税課

6655歳歳以以上上のの方方ををごご招招待待

�� �� �� �� ��

�� �� ��
　市内の各公衆浴場では、９月１８日の敬老の日に敬老湯を行
い、６５歳以上の方を入浴料無料でご招待します。
　この機会に、広々とした銭湯をお楽しみください。
※年齢が分かるものを必ずお持ちくだ
さい。

▽問い合わせ　稲城浴場（大丸）�３７７－
７２２２番、玉城湯（矢野口）�３７７－６１５４
番、市役所経済課商工係

　

市
で
は
、
敬
老
の
日
に
先
立

ち
、
「
お
と
し
よ
り
へ
の
感
謝

の
つ
ど
い
」
を
市
内
に
お
住
ま

い
で
９
月　

日
現
在　

歳
以
上

１５

７０

の
方
を
お
招
き
し
て
開
催
し
ま

す
。
今
年
も
地
区
別
に
午
前
・

午
後
の
２
部
制
で
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
、
案
内
状
の
郵
送
封

筒
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▽
期
日　

９
月
３
日（
日
）

▽
時
間　

午
前
の
部
＝
９
時　
３０

分
か
ら
、
午
後
の
部
＝
１
時　
３０

分
か
ら

▽
会
場　

駒
澤
学
園
記
念
講
堂

▽
内
容　

式
典
＝
高
齢
者
表
彰
、

演
芸
＝
懐
メ
ロ
歌
謡
シ
ョ
ー「
こ

ま
ど
り
姉
妹
」
、
お
笑
い
マ
ジ

ッ
ク
「
石
黒
サ
ン
ペ
イ
」

▽
送
迎
バ
ス
時
刻
表　

左
上
表

の
と
お
り

※
コ
ー
ス
は
、
郵
送
し
た
案
内

状
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

▽
対
象　

①
最
高
齢
の
方　

②

　

歳
、　

歳
、　

歳
、　

歳
、

１００

９５

９０

８５

　

歳
、　

歳
、　

歳
の
方

８０

７５

７０

※
９
月
３
日（
日
）以
降
、
順
次

自
宅
に
配
送
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

高
齢
福
祉
課

高
齢
福
祉
係

▲

こ
ま
ど
り
姉
妹（
懐
メ
ロ
歌
謡
シ
ョ
ー
）

時間停車場所

若葉台コース（続き）

１２：３２
ビューコート若葉台前
バス停

１２：３５
若葉台パークヒルズ前
バス停

１２：４０ワーズワースの丘前

１２：４５セラピー動物病院前

坂浜コース

１２：３０清水材木店前

１２：４２フェニックス通信前

１２：４４市村駐車場前

１２：４６そば屋寿限無前

１２：４８坂浜駐在所前

下平尾・坂浜コース

１２：３０はなぶさ幼稚園前

１２：３５
読売カントリークラブ前
バス停

１２：３８とんかつ有りの実前

平尾コース

１２：３０入定塚児童公園前

１２：３５平尾自治会館前

１２：４０平尾小学校下

１２：４１平尾住宅給水塔前

１２：４５上平尾バス停

矢野口コース

１２：３０福寿庵横

１２：３５瀬尾酒店前

１２：４０
京王よみうりランド駅
入口バス停

押立コース

１２：３０押立児童公園前

１２：３５横田園売店前

川崎街道コース

１２：３０スーパーいなげや横

１２：３５青葉幼稚園前

午前の部（８コース）

時間停車場所

向陽台コース
８：３０八千代銀行前

８：３５向陽台四丁目バス停

８：４０向陽台バス停

百村・向陽台コース
８：３０百村防災センター前

８：３５向陽台六丁目バス停

８：４０コープ生協前

８：４５稲城中央公園バス停

長峰コース
８：３０都営３－８－３号棟入口

８：３５長峰小学校前バス停

東長沼コース
８：３０市役所前

８：３５リサイクルショップ前

大丸・向陽台コース
８：３０大丸第一都営住宅

８：３５城山通り向陽台入口

大丸コース
８：３０大丸地区会館入口

川崎街道コース

８：３０
ファミリーマート
東長沼店前

８：３５篠崎生コン付近

８：４０大丸第二都営住宅

大丸・東長沼コース

８：３０
　バス第四文化センター
入口バス停

午後の部（７コース）
時間停車場所

若葉台コース
１２：２０上谷戸大橋北

１２：２５若葉台二丁目バス停

１２：２７若葉台三丁目バス停

送 迎 バ ス 時 刻 表

　東京の３９市町村では、次世代を担う子供たちに様々な感動体験
を提供する「子ども体験塾」事業を共同で実施しています。
　今回は、実験を通して科学の楽しさを体感できる「でんちまつ
り」を開催します。

▽対象　小・中学生とその保護者
※小学１・２年生は保護者が同伴してください。

▽期日　９月３０日（土）

▽時間　１０時～４時
※実験参加受付は３時まで。１回の実験時間は約６０分。混雑時は
お待ちいただくことがあります。

▽会場　国営昭和記念公園内花みどり文化センター（入園無料エリア）

※直接来場してください。

▽交通　JR立川駅下車徒歩１２分。「あけぼの口」から入場

▽内容　手作り乾電池教室、電池エネルギー体験教室、虎の子レース他
※近隣自治体及び島しょ地域の特産品を販売する物産展を同時開
催します。

▽費用　無料

▽主催　多摩・島しょ子ども体験塾運営本部、東京都市長会、東
京都町村会、（財）東京市町村自治調査会、（社）電池工業会、東京
ＭＸテレビ（株）

▽問い合わせ　多摩・島しょ子ども体験塾事務局　�３８５－３４４８
番（平日１０時～午後６時）、http://www.taikenjuku.jp/

長長
寿寿
をを
おお
祝祝
いい
しし
てて

記記
念念
品品
をを
贈贈
りり
まま
すす

参 加 者 募 集 ！参 加 者 募 集 ！　 科 学 体 験 事 業科 学 体 験 事 業

� � � � � �� � � � � �
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 � �  �� � � � � � � � 	 
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電池をもっと体験しよう！�

体験の中には発見がいっぱい！�
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９９月月３３日日（（日日）） 駒駒澤澤学学園園記記念念講講堂堂

▲

石
黒
サ
ン
ペ
イ（
お
笑
い
マ
ジ
ッ
ク
）

　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
９
月

　

日
現
在
、次
の
年
齢
の
方
に
、

１５

▽問い合わせ　高齢福祉課高齢福祉係



１８・９・１ 代表電話は３７８－２１１１番　（２）

れ
る
そ
う
で
す
。
年
間
一
世

帯
４
８
０
０
円
の
自
治
会
費

で
、
専
従
職
員
も
雇
用
し
て

お
り
、　

時
間
悩
み
事
の
相

２４

談
に
も
応
じ
て
い
て
、
警
察

や
行
政
へ
の
橋
渡
し
も
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
５
年
前

ま
で
は
孤
独
死
が
あ
っ
た
そ

う
で
す
が
、
自
治
会
と
し
て

孤
独
死
を
ゼ
ロ
に
す
る
目
標

を
立
て
、達
成
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年

寄
り（
１
９
８
人
）に
は
、
緊

急
時
の
連
絡
先
を
登
録
し
て

も
ら
い
ま
す
が
、
拒
否
す
る

方
は
い
な
い
そ
う
で
す
。
新

聞
配
達
や
東
京
電
力
を
始
め

と
し
て
各
戸
を
訪
問
す
る
人

に
、
変
化
が
あ
っ
た
ら
通
報

し
て
も
ら
う
シ
ス
テ
ム
が
出

来
上
が
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

自
治
会
費
も
必
ず
各
戸
を
訪

問
し
て
徴
収
す
る
そ
う
で
す
。

　

一
方
、
マ
マ
さ
ん
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
が　

人
の
ボ

２４

ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
て
お
り
、
若
い
母

親
の
子
育
て
支
援
を
目
的
に

活
動
し
て
い
ま
す
。　

年
に

１１

児
童
虐
待
が
２
件
起
こ
っ
た

こ
と
か
ら
、
幼
児
虐
待
防
止

を
中
心
に
母
親
の
入
院
、
出

産
時
の
一
時
保
育
、
育
児
相

談
、
非
行
少
年
少
女
の
相
談

な
ど
、
行
政
の
限
界
を
超
え

る
地
域
力
を
発
揮
し
て
い
ま

す
。
江
戸
時
代
の
近
所
の
つ

き
あ
い
を
大
切
に
し
た
関
係

の
復
活
を
目
標
に
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

地
方
分
権
の
流
れ
は
、
国

や
都
道
府
県
か
ら
市
町
村
へ

の
分
権
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自

治
会
な
ど
地
域
の
団
体
へ
の

分
権
化
を
進
め
る
こ
と
が
、

住
み
や
す
く
、
豊
か
な
社
会

を 
創 
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ

つ
く

と
を
確
信
し
ま
し
た
。

　

自
治
会
や
管
理
組
合
の
役

員
に
な
り
手
が
い
な
く
な
っ

て
い
る
の
が
、
ど
の
地
域
で

も
共
通
の
悩
み
と
言
え
ま
す
。

し
か
し
、
役
員
を
や
っ
て
み

る
と
、
地
域
の
こ
と
が
分
か

り
、
人
間
関
係
も
広
が
っ
て

良
か
っ
た
と
い
う
の
も
自
治

会
役
員
で
す
。
実
は
昨
年
秋

か
ら
私
は
、
「
財
団
法
人
明

日
の
日
本
を
創
る
協
会
」
の

「
生
活
会
議
運
動
中
央
推
進

委
員
会
」
の
委
員
を
務
め
て

お
り
、
生
活
会
議
・
生
活
学

校
運
動
が
自
治
会
活
動
と
ど

の
よ
う
に
連
携
す
べ
き
か
に

つ
い
て
議
論
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
自
治
会

と
し
て
は
極
め
て
ユ
ニ
ー
ク

な
活
動
を
し
て
い
る
立
川
市

の
「
大
山
自
治
会
」
を
７
月

に
訪
ね
ま
し
た
。

　

都
営
上
砂
町
一
丁
目
の
住

宅
は
、
通
称
「
大
山
団
地
」

と
呼
ば
れ
て
お
り
、　

棟
の

２４

集
合
住
宅
か
ら
成
っ
て
い
ま

す
。
１
２
０
０
世
帯
３
０
０

０
人
の
自
治
会
の
会
長
は
、

佐
藤
良
子
さ
ん　

歳
。
三
役

６４

は　

代
か
ら　

代
と
若
い
層

３０

５０

が
役
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

役
員
の
選
考
は
幅
広
い
年
代

か
ら
選
出
し
て
お
り
、
積
極

的
に
役
員
を
引
き
受
け
て
く

孤
独
死
ゼ
ロ
を

達
成
す
る
自
治
会

　

市
長　

石
川
良
一

時代への�
視 点�
時代への�
視 点�

１６７�１６７�

　

市
で
は
、　

年
度
中
に
稲
城

１８

市
国
民
保
護
計
画
を
策
定
す
る

た
め
、計
画
の
素
案
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見

は
、
国
・
都
・
市
・
公
共
事
業

者
・
有
識
者
な
ど
で
構
成
す
る

稲
城
市
国
民
保
護
協
議
会
で
審

議
し
、
計
画
作
り
に
反
映
し
ま

す
。

▽
応
募
方
法　

稲
城
市
国
民
保

護
計
画
素
案
へ
の
意
見
、氏
名
、

住
所
を
記
入
し
、
は
が
き
・
フ

ァ
ク
ス（
�　

・
０
１
１
９
番
）・

３７７

メ
ー
ル
（sh

ou
k
eib
ou
@
city
.

in
ag
i.lg
.jp

）の
い
ず
れ
か
で
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限　

９
月　

日
２９

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

稲
城

消
防
署
警
防
課
国
民
保
護
担
当

�　

・
７
１
１
９
番

３７７

国国民民保保護護計計画画ととはは
素素
案案
のの
作作
成成
方方
針針

③
災
害
対
策
な
ど
の
仕
組
み
を

活
用
す
る
。

※
素
案
の
主
な
内
容
の
骨
子
は

表
２
の
と
お
り
で
す
。

※
素
案
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

市
役
所
行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

消
防
署
警
防
課
国
民
保
護
担
当
、

平
尾
・
若
葉
台
出
張
所
、
地
域

振
興
プ
ラ
ザ
、
中
央
図
書
館
、

各
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

　国民保護計画は、外国からの

武力攻撃や大規模テロなど（表

１参照）に際して、国・地方自

治体及び公共機関などが連携協

力し、住民の避難や救援などを

迅速かつ的確に行うための行動

計画です（図１参照）。この計画

は、国民保護法及び基本指針に

基づくもので、すべての都道府

県が１７年度中に策定し、全国の

区市町村は１８年度中に策定しま

す。

　

市
で
は
、
次
の
三
つ
の
方
針

に
基
づ
き
、
素
案
を
作
成
し
ま

し
た
。

①
国
の
「
基
本
指
針
」及
び「
東

京
都
国
民
保
護
計
画
」
を
基
本

と
す
る
。

②
稲
城
市
の
特
性
及
び
実
効
性

に
配
慮
す
る
。

����������������		

��

稲城市稲城市
国民保護計国民保護計画の素案画の素案

����������
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表１　想定される武力攻撃や大規模テロなど

事態類型
①着上陸侵攻
②ゲリラ・特殊部隊による攻撃
③弾道ミサイル攻撃
④航空攻撃

武力攻撃事態

①大規模集客施設などへの攻撃（駅、列車など）
②大量殺傷物質による攻撃（ 炭 疽   菌、サリンなど）

たん そ

③交通機関を破壊手段とした攻撃（航空機による自爆テロなど）

大規模テロなど
（緊急対処事態）

警報の発令�

避難措置・救援指示�

緊急通報の発令�

国�

都道府県�

区市町村�

指定（地方）公共機関�

国民（協力）�

化学剤などへの対処、物価安定�

発電所などの�
安全確保�

警戒区域の�
設定�

電気・ガスなどの�
安定供給�

被災者の救助・搬送�
消火�

避難誘導・救援�
訓練への参加（平時）�

避難の指示�
救援�

避
難
・
救
援�

被
害
の
最
小
化�

避難住民�
の誘導�

警報などの�
放送�

図１　国民の保護のための仕組み

表２　国民保護計画の素案の主な内容

武力攻撃・大規模テロなどへの対応や平素からの備えの指針計画の基本

［実施体制］
　○危機情報の監視、警戒対応
　○稲城市消防本部を中心とした２４時間即応可能な体制の整備
　○警報・避難指示の伝達体制の整備

［主な内容］
　○避難施設の指定
　○人・物資の輸送体制の構築
　○物資などの備蓄（災害対策用備蓄品を相互活用）
　○ライフライン施設などの危機管理体制強化
　○広域的な連携
　○普及・啓発
　○訓練の実施

平素からの備え

［実施体制］
　○稲城市国民保護対策本部（本部長：市長）

［住民避難］
　○避難準備に時間的余裕がある場合（着上陸侵攻など）
　　⇒避難場所を指示し、計画的に避難誘導
　○突発的に事態が生じた場合（ミサイル・ゲリラ・特殊部隊による攻撃など）
　　⇒直ちに屋内避難させ、事態の推移に応じて安全な地域への避難を指示
　○要援護者（高齢者・障害者）及び外国人などの避難に配慮

［救援など］
　○消火、被災者の救助・救急
　○避難所の運営
　○安否情報の収集・提供
　○ライフラインの確保・応急復旧
　○被災者の生活支援

武力攻撃事態などへの対処

　○テロ対策マニュアルなどの整備や訓練
　○駅などの大規模集客施設の初動対応力の強化
　○発生現場での関係機関との連携確保

《避難のイメージ（例：屋外で突発的に化学剤テロなどが発生した場合）》

大規模テロなど（緊急対処事
態）への対処

テ
ロ
発
生�

警
戒
区
域
の
設
定
な
ど�

屋
内
避
難
の
指
示�

（
状
況
に
応
じ
て
）�

避
難
の
指
示�

安
全
な
地
域�

避
　
難
　
所�

家の中や�
近くの建物内
に入る�

建物内にいる場
合は外に出ない�
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稲
城
消
防
署
で
は
、
い
ざ

と
い
う
時
に
役
立
つ
救
命
手

当
て
の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

受
講
し
た
こ
と
の
あ
る
方
も
、

救
命
技
能
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
維
持
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤

の
中
学
３
年
生
以
上
の
方

▽
期
日　

９
月　

日（
日
）

１０

▽
時
間　

９
時　

分
〜　

時　

３０

１２

３０

分▽
会
場　

稲
城
消
防
署

▽
内
容　

応
急
手
当
て
の
基
礎

知
識
、
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）操
作

※
受
講
さ
れ
た
方
に
は
救
命
技

能
者
と
し
て
講
習
修
了
証
（
２

年
有
効
）
を
交
付
し
ま
す
。
顔

写
真（
縦
３　

×
横
２
・
５　

）

cm

cm

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

３０

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

９
月
９
日

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

稲
城
消
防
署
警
防
課
救
急
係　

�　

・
７
１
１
９
番

３７７

９
月
９
日
は
救
急
の
日�

９
月
９
日
は
救
急
の
日�

参加者参加者�
募集募集�
参加者�
募集�

普
通
救
命
講
習
会

普
通
救
命
講
習
会�

普
通
救
命
講
習
会

普
通
救
命
講
習
会�

普
通
救
命
講
習
会�

身につけよう！いざという時できること身につけよう！いざという時できること�
「自助・共助の確立と地域の連携」�
身につけよう！いざという時できること�
「自助・共助の確立と地域の連携」�

▽
�

問い合わせ　稲城消防署警防課防災係問い合わせ　稲城消防署警防課防災係�▽
�

問い合わせ　稲城消防署警防課防災係�
　

い
ま
地
震
が
起
き
た
ら
、
あ

な
た
は
落
ち
着
い
て
行
動
で
き

ま
す
か
。
被
害
を
最
小
限
に
防

ぐ
た
め
に
は
、
日
頃
の
災
害
に

対
す
る
心
構
え
や
訓
練
を
繰
り

返
し
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

い
ざ
と
い
う
時
す
ぐ
に
行
動
で

き
る
よ
う
「
地
域
防
災
訓
練
」

に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
訓
練
し

や
す
い
服
装
な
ど
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
期
日
・
時
間
・
会
場　

①
９

月　

日（
日
）・
９
時
〜
正
午
・

１７
平
尾
小
学
校
及
び
平
尾
近
隣
公

園　

②　

月
７
日（
土
）・
３
時

１０

〜
午
後
６
時
・
稲
城
第
一
中
学

校※
訓
練
当
日
は
、
サ
イ
レ
ン
が

鳴
り
ま
す
。
火
災
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
地
域
防
災
訓
練
は
「
子
ど
も

１
０
０
ポ
イ
ン
ト
・
ラ
リ
ー
」

対
象
事
業
で
す
。

目　
　
　
　
　

的

　

こ
の
訓
練
は
、
自
主
防
災
組

織
や
市
民
の
皆
さ
ん
と
各
防
災

関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
、

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
と
い
う
地
域
の
助

け
合
い
の
連
帯
感
の
基
に
防
災

訓
練
を
行
い
、
防
災
行
動
力
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

訓　

練　

内　

容

①
震
災
初
動
訓
練
（
身
体
の
保

護
・
火
の
始
末
・
非
常
口
の
確

保
な
ど
）

②
避
難
・
避
難
誘
導
訓
練

③
情
報
収
集
・
伝
達
訓
練

④
避
難
所
設
営
・
運
営
訓
練

⑤
仮
設
ト
イ
レ
設
置
訓
練

⑥
照
明
・
土
の
う
訓
練

⑦
救
出
・
救
助
訓
練

⑧
応
急
手
当
訓
練

⑨
浄
水
訓
練

⑩
炊
き
出
し
訓
練

⑪
初
期
消
火
・
消
火
訓
練

⑫
煙
体
験
訓
練

⑬
ベ
ラ
ン
ダ
隔
壁
板
破
壊
避
難

訓
練

⑭
水
圧
体
験
訓
練

⑮
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
訓
練

⑯
家
具
類
の
固
定
展
示

⑰
防
災
関
係
機
関
に
よ
る
展
示

地
震
か
ら
身
を
守
る　

カ
条

１０

①
ま
ず
、
自
分
の
身
を
守
る　

テ
ー
ブ
ル
の
下
な
ど
に
隠
れ
、

身
の
安
全
を
確
保
す
る
。

②
す
ば
や
く
、
火
の
始
末　

落

ち
つ
い
て
火
元
を
消
し
て
、
火

災
予
防
を
す
る
。

③
非
常
脱
出
口
を
確
保　

建
物

が
ゆ
が
み
、
ド
ア
が
開
か
な
く

な
る
と
危
険
で
す
。

④
火
が
出
た
ら
ま
ず
初
期
消
火

み
ん
な
で
協
力
し
て
火
災
の
拡

大
や
延
焼
を
防
止
す
る
。

⑤
外
へ
逃
げ
る
と
き
は
慌
て
ず

に　

落
下
物
に
注
意
す
る
。

⑥
狭
い
路
地
、
塀
ぎ
わ
、
が
け

や
川
べ
り
に
近
寄
ら
な
い　

ブ

ロ
ッ
ク
塀
や
石
垣
な
ど
の
倒
壊

に
注
意
す
る
。

⑦
山
崩
れ
、
が
け
崩
れ
に
注
意

危
険
な
場
所
で
は
速
や
か
に
避

難
行
動
を
と
る
。

⑧
避
難
は
徒
歩
で
、
荷
物
は
最

小
限
に　

自
動
車
の
使
用
は
厳

禁
。
道
路
は
緊
急
車
両
な
ど
を

優
先
す
る
。
ま
た
、
非
常
持
ち

出
し
品
と
し
て
非
常
食
、
携
帯

ラ
ジ
オ
、
常
備
薬
、懐
中
電
灯
、

貴
重
品
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
、

な
る
べ
く
軽
量
な
も
の
を
選
ん

で
、
持
ち
出
し
や
す
い
場
所
に

用
意
し
て
お
く
。

⑨
皆
で
協
力
し
合
っ
て
応
急
救

護　

け
が
人
や
病
人
の
救
護
は

速
や
か
に
す
る
。

⑩
正
し
い
情
報
を
つ
か
み
、
余

震
を
恐
れ
な
い　

携
帯
ラ
ジ
オ

を
身
近
に
備
え
、
正
確
な
情
報

を
入
手
し
、
冷
静
な
行
動
を
と

る
。災

害
時
帰
宅
困
難
者
心
得　

カ
条

１０

①
あ
わ
て
ず
騒
が
ず
、
状
況
確

認　

落
下
物
や
転
倒
物
に
注
意

②
携
帯
ラ
ジ
オ
を
ポ
ケ
ッ
ト
に

行
動
は
正
し
い
情
報
を
入
手
し

て
か
ら

③
つ
く
っ
て
お
こ
う
帰
宅
地
図

徒
歩
帰
宅
時
の
安
全
な
道
順
の

確
認
を

④
ロ
ッ
カ
ー
開
け
た
ら
ス
ニ
ー

カ
ー　

職
場
に
も
防
災
グ
ッ
ズ

を
用
意

⑤
机
の
中
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や

キ
ャ
ラ
メ
ル　

簡
易
食
料
の
用

意
を

⑥
事
前
に
家
族
で
話
し
合
い　

連
絡
手
段
、
集
合
場
所
の
確
認

を⑦
安
否
確
認　

災
害
時
、
被
災

現
場
近
く
の
電
話
は
つ
な
が
り

に
く
く
な
り
ま
す
。
そ
の
時
に

は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ

ル
１
７
１
の
利
用
を

⑧
歩
い
て
帰
る
確
認　

帰
宅
途

中
の
安
全
な
休
息
所
の
確
認
を

⑨
季
節
に
応
じ
た
冷
暖
房　

カ

ッ
パ
、
携
帯
カ
イ
ロ
、
タ
オ
ル

な
ど

⑩
声
を
か
け
合
い
、
助
け
合
お

う　

災
害
時
は
互
助
の
精
神
を

忘
れ
ず
に

非
常
持
ち
出
し
品
を
準
備
し
ま
し
ょ
う

　

阪
神
・
淡
路
大
地
震
で
は
次

の
よ
う
な
も
の
が
役
立
ち
ま
し

た
。

○
公
衆
電
話
で
使
う
十
円
玉

○
移
動
の
た
め
の
自
転
車

○
断
水
時
の
風
呂
代
わ
り
と
し

て
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど

○
救
出
・
脱
出
用
の
バ
ー
ル

○
居
場
所
を
伝
え
る
笛

○
書
き
置
き
用
の
筆
記
用
具

家
具
類
な
ど
の
転
倒
、落
下
防
止
対
策

　

過
去
の
地
震
で
は
、
家
具
類

な
ど
の
転
倒
や
落
下
に
よ
る
負

傷
者
が
、
負
傷
者
全
体
の
約
半

数
を
占
め
て
い
ま
す
。
次
の
よ

う
な
対
策
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

①
壁
に
家
具
を
固
定
す
る
。　

②
ガ
ラ
ス
に
飛
散
防
止
フ
ィ
ル

ム
を
貼
る
。

③
避
難
通
路
や
出
入
口
付
近
に

倒
れ
や
す
い
家
具
を
置
か
な
い
。

※
訓
練
会
場
に
転
倒
防
止
器
具

の
一
例
を
展
示
し
ま
す
。

木
造
住
宅
耐
震
診
断
助
成
制
度

　

災
害
か
ら
家
族
を
守
る
た
め

に
は
、
外
壁
の
落
下
や
建
物
の

傾
き
、
倒
壊
な
ど
の
危
険
度
を

診
断
し
、
建
物
を
適
切
に
維
持

福
祉
セ
ン
タ
ー
�

山
崎
通
り
�

稲城福祉センター入口�

稲城�
第一中学校�

鶴川街道�

稲城第一中学校案内図�

平尾近隣公園�
平尾小学校�

平
尾
小
通
り
�

平尾�
出張所�

平尾中央通り�

平尾小学校・平尾近隣公園案内図�

　

災
害
時
に
備
え
て
、
市
内
の

個
人
局
か
ら
発
信
さ
れ
た
電
波

を
受
信
す
る
非
常
通
信
訓
練
を

行
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

管
理
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

新
耐
震
基
準
以
前
に
建
築
さ

れ
た
建
物
の
耐
震
診
断
に
対
し
、

助
成
を
行
い
ま
す
。

地
域
ぐ
る
み
で
防
災
活
動
を

　

市
に
は
自
治
会
や
管
理
組
合

な
ど
、
自
主
的
に
つ
く
る
自
主

防
災
組
織
が
現
在　

結
成
さ
れ

３９

て
い
ま
す
。

　

大
き
な
災
害
時
に
は
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
な
ど
に
混
乱
が
生
じ
、

防
災
機
関
だ
け
で
は
十
分
に
対

処
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
時
、
頼
り
に
な
る

の
が
自
主
防
災
組
織
で
す
。
皆

さ
ん
も
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
�

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
局
の
皆
さ
ん
へ
�

◆
お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
い
な
ぎ
８
月　

日
号
２

１５

面
、
「
更
新
し
て
く
だ
さ
い　

シ
ル
バ
ー
パ
ス
」
中
、
シ
ル
バ

ー
パ
ス
更
新
手
続
き
の
表
内
、

会
場
で
「
平
尾
自
治
会
」
と
あ

る
の
は
「
平
尾
自
治
会
館
」
の

誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂

正
い
た
し
ま
す
。

▲

ベ
ラ
ン
ダ
隔
壁
板
破
壊
避
難
訓
練

▲
応
急
手
当
訓
練

▲

初
期
消
火
・
消
火
訓
練

▲炊き出し訓練

▲水圧体験訓練

▲

救
出
・
救
助
訓
練

９月１７日（日）（日）�
９時～正午９時～正午�
平尾小学校・平尾小学校・�
平尾近隣公園平尾近隣公園�

１０月７月７日（土）（土）�
３時～午後６３時～午後６時�

稲城第一中学校稲城第一中学校�

９月１７日（日）�
９時～正午�
平尾小学校・�
平尾近隣公園�

１０月７日（土）�
３時～午後６時�

稲城第一中学校�
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　この民謡コンサートで、テレビドラマ「３年Ｂ組　金八
先生」でおなじみの、南中ソーラン（ロックソーラン）のも
ととなった曲「ＴＡＫｉＯ’Ｓ　ＳＯＨＲＡＮ２」に合わせ
て、ステージで踊ってみませんか。

▽出演日時　１０月２１日（土）・午後８時ごろ（５分程度）
※当日、事前にリハーサルを行います。

▽会場　駒澤学園記念講堂

▽対象　次のすべてに該当する方　①市内の小学３～６年
生　②指定する合同練習日（３回程度）に参加できる方

▽募集数　６チーム（５人１組）
※応募多数の場合は抽選し、結果を通知します。

▽申し込み方法　協働推進課（地域振興プラザ内）・各文化
センターにある申込書で申し込んでください。

▽応募期限　９月７日

▽応募・問い合わせ　Ｉ   のまち　いなぎ市民祭実行委員会
あい

事務局（協働推進課）

第５回　Ｉのまち　いなぎ市民祭�第５回　Ｉのまち　いなぎ市民祭�

チケット発売中！�

あい�

民謡コンサート�民謡コンサート�民謡コンサート�

ITO TAKiO�ITO TAKiO�
　＆　＆TAKiO BANDTAKiO BAND

伊藤多喜雄伊藤多喜雄�
�ITO TAKiO�
　＆TAKiO BAND

　１０月０月２１日（土（土）午後７時～午後７時～�
　　　　　駒澤学園記念講堂　　　　　駒澤学園記念講堂�

伊藤多喜雄�
�

▽問い合わせ　▽問い合わせ　Ｉのまち　いなぎ市のまち　いなぎ市�
民祭実行委員会事務民祭実行委員会事務局（協働推進課）（協働推進課）�
▽問い合わせ　Ｉのまち　いなぎ市�
民祭実行委員会事務局（協働推進課）�

　１０月２１日（土）午後７時～�
　　　　　駒澤学園記念講堂�

▲お昼の楽しいひととき（第二保育園で）

　

日
本
民
謡
と
ロ
ッ
ク
と
の
融

合
を
成
し
遂
げ
た
伊
藤
多
喜
雄

の
民
謡
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
期
日　
　

月　

日（
土
）

１０

２１

▽
時
間　

午
後
７
時
〜

▽
会
場　

駒
澤
学
園
記
念
講
堂

▽
内
容　

民
謡
＝
伊
藤
多
喜
雄

Ｉ
Ｔ
Ｏ　

Ｔ
Ａ
Ｋ
ｉ
Ｏ
＆
Ｔ
Ａ

Ｋ
ｉ
Ｏ　

Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ
、
和
太
鼓

演
奏
＝
ス
パ
ー
キ
ン
グ
ド
ラ
ム

ズ
（
「
第
４
回　

Ｉ
の
ま
ち　

い
な
ぎ
市
民
祭
」
和
太
鼓
コ
ン

テ
ス
ト
優
秀
賞
受
賞
団
体
）

▽
入
場
料　

１
席
１
千
円
（
全

席
自
由
）

▽
チ
ケ
ッ
ト
販
売　

市
役
所
総

合
案
内
、
平
尾
・
若
葉
台
出
張

所
、各
文
化
セ
ン
タ
ー
、チ
ケ
ッ

ト
ぴ
あ（
Ｐ
コ
ー
ド　

－

　

）、

２３７

５８６

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
サ
ン
ク

ス
、
サ
ー
ク
ル
Ｋ

　

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
は
、

義
務
教
育
就
学
前
の
乳
幼
児
の

医
療
費
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

　

市
で
は　

月
１
日
か
ら
、
保

１０

護
者
の
所
得
が
所
得
制
限
額
以

上
で
も
助
成
が
受
け
ら
れ
る
児

童
の
対
象
年
齢
を
拡
大
し
ま
す
。

▽
対
象　
（
旧
）２
歳
未
満
の
児

童⇒

（
新
）３
歳
未
満
の
児
童

※
保
護
者
の
申
請
が
必
要
で
す
。

�

�
�
�
�
�

��
 
制
度
を

 　
　

拡
充
し
ま
す

　
　

月
１
日
以
降
の
申
請
は
、

１０

　

年
中
の
所
得
で
審
査
し
ま
す

１７（
所
得
制
限
額
は
表
１
の
と
お

り
）
。
こ
れ
ま
で
所
得
制
限
額

以
上
で
あ
っ
た
た
め
医
療
費
が

助
成
さ
れ
な
か
っ
た
方
で
も
認

定
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
対
象
と
思
わ
れ
る
保
護
者

の
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
期
間　
　

月　

日（
火
）

１０

３１

ま
で

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

①
申
請
書
（
子
育
て
支
援
課
、

平
尾
・
若
葉
台
出
張
所
で
配
布
）

②
乳
幼
児
名
が
記
載
さ
れ
た
健

康
保
険
証

③
年
金
加
入
証
明
書（
用
紙
は
、

子
育
て
支
援
課
、
平
尾
・
若
葉

台
出
張
所
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
も
で
き
ま
す
。

健
康
保
険
証
の
写
し
で
代
え
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
国
民

年
金
加
入
者
・
公
務
員
は
不
要

で
す
）

④　

年
度
住
民
税
課
税
証
明
書

１８
（
児
童
手
当
用
。　

年
１
月
１

１８

日
現
在
、
市
に
住
民
登
録
が
な

い
方
の
み
必
要
）

⑤
印
鑑

※
③
④
は
、　

年
度
の
児
童
手

１８

当
申
請
時
に
提
出
し
て
い
る
方

は
、
省
略
で
き
ま
す
。

▽
申
請　

子
育
て
支
援
課
児
童

現
況
届
を

　

受
け
付
け
て
い
ま
す

　

９
月　

日
ま
で
有
効
の
乳
幼

３０

児
医
療
証
を
お
持
ち
の
方
は
、

　

月
１
日
以
降
の
資
格
を
審
査

１０

た
は
外
国
人
登
録
の
あ
る
保
護

者　

②
幼
稚
園
ま
た
は
保
育
園

に
通
園
し
て
い
な
い
４
・
５
歳

（　

年
４
月
２
日
〜　

年
４
月

１２

１４

１
日
生
ま
れ
）
児
の
保
護
者

▽
補
助
金
額　

２
千　

円
（
月

９００

額
）

▽
交
付
方
法　

上
半
期
（
４
月

〜
９
月
）
分
は　

月
末
に
、
下

１０

半
期（　

月
〜
３
月
）分
は
３
月

１０

末
に
指
定
口
座
に
振
り
込
み
ま

す
。

▽
申
請
方
法　

学
校
教
育
課
に

あ
る
申
請
書
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
申
請
期
限　

９
月　

日
２０

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

学
校

教
育
課
学
務
係

　

市
で
は
、
幼
稚
園
や
保
育
園

に
通
園
し
て
い
な
い
幼
児
の
保

護
者
を
対
象
に
、
在
宅
に
よ
る

幼
児
教
育
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

▽
対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方　

①
市
に
住
民
登
録
ま

表１　乳幼児医療費助成制度　１８年度（１７年中所得）所得制限額
厚生年金など加入者国民年金加入者人　数

５,３２０,０００円４,６００,０００円０人

５,７００,０００円４,９８０,０００円１人

６,０８０,０００円５,３６０,０００円２人

６,４６０,０００円５,７４０,０００円３人

６,８４０,０００円６,１２０,０００円４人

７,２２０,０００円６,５００,０００円５人

注１　人数とは、１７年中の税法上の扶養人数です。
注２　この表の金額と比べるのは、あなたの所得（源泉徴収票の「給与所得控

除後の金額」、市・都民税特別徴収税額通知の「総所得金額①」、確定
申告書の「所得金額の合計」を参考にしてください）から、表２の控除
額を引いた金額です。

注３　「厚生年金など加入者」とは、厚生年金・私立学校共済・国家公務員共
済・地方公務員等共済を指します。

表２　１８年度各種控除額
控除額控除の種類
 ６０,０００円老 人 扶 養

扶養控除 ４００,０００円特 別 障 害

２７０,０００円そ の 他 障 害

４００,０００円特 別 障 害

本人該当控除

２７０,０００円そ の 他 障 害

２７０,０００円寡 婦 ・ 寡 夫

３５０,０００円特 別 寡 婦

２７０,０００円勤 労 学 生

相当額雑 損 控 除

その他控除 相当額医 療 費 控 除

相当額小 規 模 企 業 共 済

 ８０,０００円定額控除（社会保険相当額＝定額）

乳
幼
児

乳
幼
児
�

　
医
療
費

医
療
費
�

　
　
助
成
制
度

助
成
制
度
�

乳
幼
児

乳
幼
児
�

　
医
療
費

医
療
費
�

　
　
助
成
制
度

助
成
制
度
�

乳
幼
児

乳
幼
児
�

　
医
療
費

医
療
費
�

　
　
助
成
制
度

助
成
制
度
�

乳
幼
児
�

　
医
療
費
�

　
　
助
成
制
度
�

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
支
援
課
児
童
係
�

在宅幼児教育費を
一部補助

�

▲

蛇
よ
り
行
事（
８
月
７
日
・
妙
見
尊
）

　

毎
年
８
月
７
日
に
行
わ
れ
る
行
事
で
、
東
京
都

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
刈
り

取
っ
た
萱（
か
や
）を
よ
っ
て
、
長
さ
が
１
０
０
〜

１
５
０
ｍ
も
あ
る
大
蛇
を
つ
く
り
ま
す
。
こ
の
蛇

に
触
れ
る
と
災
難
や
病
気
か
ら
免
れ
る
と
信
仰
さ

れ
て
い
ま
す
。

▲市民公開講座～市民・市職員合同研修～
　　　　　　　　　　　　（８月１０日・地域振興プラザ）
　市民と行政の協働のあり方を考える機会として、市民
と市職員との合同研修を開催しました。市職員２９人、市
民２２人が机を並べ、講義に熱心に耳を傾けていました。

す
る
た
め
、
現
況
届
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
の
方
に
は
案
内
を
郵
送

し
て
い
ま
す
。
届
い
て
い
な
い

場
合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
児
童
手
当
の
現
況
届
と
一
緒

に
提
出
し
て
い
る
方
を
除
く
。

▲伊藤多喜雄　ITO TAKiO

���� ������

審
査
す
る
所
得
の
年
度
が

切
り
替
わ
り
ま
す

係
、
平
尾
・
若
葉
台
出
張
所

▲

講師　辻山幸宣氏
（地方自治総研・主任研究員）



１８・９・１（５）　代表電話は３７８－２１１１番

み
ん
な
で
ご
み
を
減
ら
そ
う
！
　
生
か
そ
う
！
　
考
え
よ
う
！

み
ん
な
で
ご
み
を
減
ら
そ
う
！
　
生
か
そ
う
！
　
考
え
よ
う
！�

み
ん
な
で
ご
み
を
減
ら
そ
う
！
　
生
か
そ
う
！
　
考
え
よ
う
！�

ごみの量（7月）�
家庭ごみ前年同月比で3.7％の増量�
　前年同月の一人１日当たりのごみ量
は、燃えるごみ５０３g、燃えないごみ４３g、
合計５４６gであったため、約３.７％の増
となりました。さらなる減量を目指し
て、ごみの分別などにご協力ください。

▽問い合わせ　環境課ごみ・リサイク
ル係

一人１日当たり市内収集量　

５１６ｇ１，２４７ｔ燃えるごみ

  ５０ｇ     １２１ｔ燃えないごみ

５６６ｇ１，３６８ｔ合　計

　

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
快

適
な
く
ら
し
、
そ
れ
は
私
た
ち

の
願
い
で
す
。
下
水
道
は
、
私

た
ち
が
使
っ
て
汚
し
た
水
を
き

れ
い
に
し
て
自
然
に
戻
し
ま
す
。

市
で
は
下
水
道
を
整
備
す
る
こ

と
で
、
安
心
し
て
快
適
な
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
や
工
場
か
ら
出
さ
れ
た

汚
水
が
、
そ
の
ま
ま
流
れ
て
い

く
と
、
川
や
海
が
ど
ん
ど
ん
汚

れ
て
い
き
ま
す
。
下
水
道
は
、

こ
の
汚
水
を
下
水
道
管
に
流
し

て
処
理
場
に
集
め
、
そ
し
て
き

れ
い
な
水
に
し
て
川
や
海
に
戻

し
ま
す
。

下水道の受益者負担金
（第２期）

納期限　１０月２日

▽問い合わせ

下水道課業務係　

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������ ������������������������������������������������������������������������������������������������������																																																			




















































稲城市下水道
キャラクターかんちゃん

～～９９月月１１００日日はは下下水水道道のの日日でですす～～

▽問い合わせ　下水道課施設管理係

▲

市
内
の
汚
水
を
処
理
す
る
東
京
都
南
多
摩
水
再
生
セ
ン
タ
ー（
大
丸
）

　

今
年
度
は
市
内
全
地
区
で
剪 

定
枝
の
チ
ッ
プ
化
を
実
施
し
、

剪
定
作
業
の
多
い
秋
に
は
毎
週

行
い
ま
す
。

　

夏
の
間
に
伸
び
た
庭
木
の
剪

定
枝
は
ご
み
に
出
さ
な
い
で
、

剪
定
枝
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

▽
作
業
日
・
会
場　

右
下
表
の

と
お
り

▽
利
用
方
法　

会
場
設
営
日（
作

業
日
の
前
週
金
曜
日
）
に
看
板

と
赤
旗
を
設
置
し
ま
す
の
で
、

作
業
日
の
２
時
頃
ま
で
に
剪
定

枝
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
キ
ョ
ウ
チ
ク
ト
ウ
・
ウ
ル
シ

な
ど
毒
性
の
あ
る
樹
木
、
腐
食

し
た
樹
木
、
竹
、
草
、
落
葉
、

材
木
な
ど
は
除
く
。

▽
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
ご
み

・
リ
サ
イ
ク
ル
係

　

市
で
は
、（
仮
称
）新
文
化
セ

ン
タ
ー
整
備
運
営
事
業
を
Ｐ
Ｆ

Ｉ
の
手
法
を
活
用
し
進
め
て
い

料
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
各
文
化
セ
ン
タ
ー
で
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

▽
期
日　

９
月　

日（
土
）

３０

▽
時
間　

１
時
〜
３
時

▽
会
場　

総
合
体
育
館

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

９
月　

日
２６

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

ま
す
。
８
月
４
日
に
は
、
参
加

事
業
者
の
募
集
資
料
と
し
て
、

事
業
者
が
こ
の
事
業
に
つ
い
て

提
案
す
る
た
め
の
各
種
条
件
、

設
計
建
設
・
サ
ー
ビ
ス
水
準
、

事
業
者
を
選
定
す
る
際
の
審
査

基
準
な
ど
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
、
事
業
概
要
、
公
表
資

料
の
考
え
方
、
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
基
本
構
想
、
基

本
計
画
の
概
要
や
各
種
公
表
資

　
　

南
武
線
稲
城
長
沼
駅
周
辺

JR
に
お
け
る
都
市
計
画
の
変
更
に

つ
い
て
告
示
し
ま
し
た
。

▽
告
示
日　

８
月　

日（
火
）

２２

▽
内
容　

①
多
摩
都
市
計
画
用

途
地
域
の
変
更　

②
多
摩
都
市

計
画
高
度
地
区
の
変
更　

③
多

摩
都
市
計
画
防
火
地
域
及
び
準

①
排
水
管
を
つ
ま
ら
せ
る
原
因

に
な
る
の
で
、
野
菜
く
ず
や
ご

飯
の
残
り
、
天
ぷ
ら
油
な
ど
を

流
さ
な
い
。

②
水
洗
便
所
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
以
外
の
紙
や
異
物
を
流

さ
な
い
。
ト
イ
レ
が
詰
ま
り
、

排
水
管
に
も
影
響
し
ま
す
。

③
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
揮
発

性
の
高
い
危
険
物
は
、
下
水
道

管
の
中
で
爆
発
を
起
こ
す
原
因

に
な
る
の
で
、
絶
対
に
流
さ
な

い
。

　
　

年
４
月
か
ら
平
尾
地
区（
一

１６
部
地
域
を
除
く
）
で
下
水
道
が

使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
下
水
道
の
役
割
や
正

し
い
使
い
方
な
ど
を
紹
介
す
る

下
水
道
展
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ

ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

▽
期
日
・
時
間　

９
月
８
日（
金
）

・　

時
〜
４
時
、９
月
９
日（
土
）

１０・　

時
〜
３
時　

分

１０

３０

▽
会
場　

第
三
文
化
セ
ン
タ
ー

　

「
宅
地
内
の
下
水
を
清
掃
し

ま
す
」
「
下
水
の
臭
い
が
す
る

の
で
調
べ
さ
せ
て
ほ
し
い
」
な

ど
と
各
家
庭
を
訪
問
し
、
宅
地

内
に
立
ち
入
っ
て
排
水
管
清
掃

を
行
う
業
者
が
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
業
者
と
市
の
業
務

は
一
切
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
処
理
場
で
き
れ
い
な

水
と
分
け
ら
れ
た
汚
泥
は
、
レ

ン
ガ
な
ど
の
建
設
用
資
材
に
リ

サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
出
る
汚
水
は
、
公

共
汚
水
ま
す
に
集
め
ら
れ
ま
す
。

下
水
道
が
使
え
る
区
域
（
供
用

開
始
区
域
）
に
お
住
ま
い
の
方

で
、
家
庭
か
ら
公
共
汚
水
ま
す

ま
で
の
排
水
設
備
工
事
を
し
て

い
な
い
方
は
、
早
め
に
切
り
替

え
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
排
水
設
備
工
事
は
市

指
定
の
工
事
店
で
な
け
れ
ば
で

き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
も
、

正
し
く
使
わ
な
け
れ
ば
役
に
立

ち
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
次
の

こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

家庭剪定枝のリサイクル予定表（下半期）
地区会　場作業日
平　尾ふれんど平尾９月１９日（火）
東長沼市役所第二駐車場９月２６日（火）
長　峰総合体育館駐車場１０月３日（火）
平　尾平尾宅地分譲自治会館横１０月１０日（火）
大　丸北緑地公園駐車場１０月１７日（火）
若葉台若葉台公園駐車場１０月２４日（火）
東長沼市役所第二駐車場１０月３１日（火）
押　立押立ふれあい会館１１月７日（火）
坂　浜坂浜コミュニティ防災センター１１月１４日（火）
矢野口矢野口宿三谷公会堂１１月２１日（火）
東長沼市役所第二駐車場１１月２８日（火）
平　尾ふれんど平尾１２月５日（火）
大　丸大丸公園１月１６日（火）
平　尾平尾宅地分譲自治会館横２月２０日（火）
大　丸北緑地公園駐車場２月２７日（火）
百　村神化児童公園３月６日（火）
長　峰総合体育館駐車場３月１３日（火）
若葉台若葉台公園駐車場３月２０日（火）
東長沼市役所第二駐車場３月２７日（火）

　

無
料
で
お
も
ち
ゃ
を
修
理

し
ま
す
。
た
だ
し
、
部
品
交

換
の
場
合
は
実
費
負
担
と
な

り
ま
す
。
モ
デ
ル
ガ
ン
な
ど

の
危
険
な
お
も
ち
ゃ
は
取
り

扱
い
ま
せ
ん
。

▽
期
日　

９
月　

日（
土
）

１６

※
雨
天
実
施

▽
時
間　
　

時
〜
３
時

１０

　

「
こ
ま
も
の
問
屋
」
の
出

店
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
数　
　

人（
先
着
順
）

１０

▽
利
用
期
間　

９
月　

日（
金
）

１５

〜　

月　

日（
土
）

１０

１４

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
（　
１０

時
〜
４
時
）　

�　

・
５
３

３７９

７
４
番

�
�
�
�
�

 
フ
リ
ー
マ
ー
ボ
ッ
ク
ス 

　
　
　

�
�
�
�
�
�

行事予定（下半期）
内　容期　日

裂き布ぞうり作り講習会１０月２７日（金）、
１１月２４日（金）

おもちゃの病院１０月２８日（土）、
１９年１月２０日（土）

廃食用油からせっけんづくり１９年１月２４日（水）、
１９年３月２８日（水）

牛乳パックスツール講習会１９年２月２３日（金）

防
火
地
域
の
変
更　

④
多
摩
都

市
計
画
地
区
計
画
稲
城
長
沼
駅

北
地
区
地
区
計
画
の
変
更

▽
縦
覧
・
問
い
合
わ
せ　

ま
ち

づ
く
り
推
進
課
都
市
計
画
係

※
日
・
月
曜
日
、
祝
日
は
休

み
で
す
。

 
下
水
道
の
役
割 

下
水
道
を

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

 
下
水
道
へ
の

切
り
替
え
は
お
早
め
に

�
�
�
�
�
�
�
�

戸
別
訪
問
に
よ
る
宅
地
内
の

排
水
管
の
清
掃
・
点
検

�
�
�
�
�

 
下
水
道
展 

����������������		

��
�����

������������������

告告
示示
しし
まま
しし
たた

都都
市市
計計
画画
変変
更更

 
お
も
ち
ゃ
の
病
院

�
�
�
�
�

 
��
��
��
����
��
��
��
��
��
��

��
��
��
��
��
��
��

��
��
��
��
��

▲若葉台駅前の建設予定地

▲チップ化作業の様子

▲

こ
ま
も
の
問
屋



１８・９・１ 代表電話は３７８－２１１１番　（６）

　

都
営
地
下
鉄
、
都
バ
ス
な
ど

都
営
交
通
に
無
料
で
乗
車
で
き

る
乗
車
券
を
、
次
に
該
当
す
る

方
に
発
行
し
ま
す
。
通
用
期
間

が　

年
９
月　

日
ま
で
の
方
は

１８

３０

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

①
Ａ
券
（
通
用
期
間

３
年
）
＝
身
体
障
害
者
手
帳
、

愛
の
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、

被
爆
者
健
康
手
帳
の
う
ち
、
い

ず
れ
か
の
手
帳
の
交
付
を
受
け

障障
害害
のの
ああ
るる
方方
なな
どど
にに
発発
行行
しし
まま
すす

�

都都
営営
交交
通通
無無
料料
乗乗
車車
券券

　

交
通
事
故
や
犯
罪
の
被
害
者

を
支
援
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
ま
す
。

▽
期
日　

９
月　

日（
金
）

１５

▽
時
間　

２
時
〜

▽
会
場　

中
央
文
化
セ
ン
タ
ー

※
直
接
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
パ
ネ
ラ
ー　

稲
城
市
長
、
内

閣
府
犯
罪
被
害
者
等
施
策
推
進

室
長
、
被
害
者
支
援
先
進
自
治

体
職
員
、
被
害
当
事
者

▽
主
催　

生
命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

展
実
行
委
員
会
、
生
命
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
展
ｉ
ｎ
い
な
ぎ
２
０
０

６
実
行
委
員
会

▽
後
援　

東
京
都
、
稲
城
市
、

�
�
��
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�	

 
被
害
者
支
援シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

ア
ル
コ
ー
ル
・
た
ば
こ

に
つ
い
て
の
知
識
が
普

及
し
た
ま
ち

　

飲
酒
や
喫
煙
が
低
年
齢
化

し
、
子
供
た
ち
の
健
全
な
発

育
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
飲
酒
に
つ
い
て
は
、

大
量
飲
酒
に
よ
る
健
康
へ
の

影
響
が
、喫
煙
に
つ
い
て
は
、

喫
煙
者
本
人
の
健
康
は
も
と
よ

り
、
周
り
の
人
へ
の
副
流
煙
に

よ
る
健
康
へ
の
影
響
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
で
は
市
民
が

飲
酒
や
喫
煙
に
よ
る
健
康
へ
の

影
響
を
正
し
く
理
解
し
、
健
康

な
生
活
習
慣
づ
く
り
が
で
き
る
、

ア
ル
コ
ー
ル
・
た
ば
こ
に
つ
い

て
の
知
識
が
普
及
し
た
ま
ち
を

推
進
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
目
指
す
姿

　

飲
酒
や
喫
煙
に
よ
る
健
康
へ

の
影
響
を
正
し
く
理
解
し
、
健

康
な
生
活
習
慣
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。

目
標
指
標

　

下
表
の
と
お
り

�

�

�

�

�

�

重
点
課
題

　

飲
酒
・
喫
煙
に
よ
る
健
康
へ

の
影
響
に
つ
い
て
の
情
報
提
供

を
図
る
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は

次
の
施
策
を
推
進
し
ま
す

①
飲
酒
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て

の
普
及

　

節
度
の
あ
る
適
度
な
飲
酒
は
、

心
身
の
健
康
に
よ
い
影
響
を
与

え
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
過

度
の
飲
酒
は
疾
患
を
引
き
起
こ

す
要
因
と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る

健
康
へ
の
影
響
に
つ
い
て
の
情

報
の
提
供
を
図
り
ま
す
。

②
喫
煙
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て

の
普
及

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

���

���

　

た
ば
こ
の
煙
は
、
喫
煙
者

本
人
は
も
と
よ
り
、
受
動
喫

煙
に
よ
り
周
り
の
人
へ
の
健

康
に
も
影
響
を
与
え
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
喫
煙
に
よ

る
健
康
へ
の
影
響
に
つ
い
て

の
情
報
の
提
供
を
図
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

健
康
課
健

康
推
進
係

健康稲城21⑤
���������
�����
�����
�����
�����
�����

稲
城
市
教
育
委
員
会
、
稲
城
市

立
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
他

▽
問
い
合
わ
せ　

生
命
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
展
ｉ
ｎ
い
な
ぎ
２
０
０

６
実
行
委
員
会　

見
城　

�　
３７８

・
１
７
０
７
番

▽
期
日　
　

月
７
日（
土
）・　

１０

１４

日（
土
）

▽
時
間　

１
時
〜
３
時　

分
３０

▽
会
場　

都
立
若
葉
総
合
高
等

学
校

▽
対
象　

都
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
で
俳
句
未
経
験
ま
た
は
初

歩
の
方

▽
定
員　
　

人（
抽
選
）

３０

▽
内
容　

俳
句
の
基
礎
知
識
や

有
名
な
句
の
鑑
賞
、
実
作
指
導

▽
受
講
料　
　

円
５００

▽
申
し
込
み
方
法　

往
復
は
が

き
に
、
講
座
名
・
郵
便
番
号
・

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�

 

俳
句
入
門

「
鑑
賞
と
実
作
」 

住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年

齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記
入
、

ま
た
は
東
京
都
教
育
委
員
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.

k
y
oik
u
.m
etro.tok

y
o.jp

）

の
都
立
学
校
等
公
開
講
座
電
子

申
込
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
い
ず
れ

か
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

往
復
は
が
き
＝

９
月　

日
消
印
有
効
、
電
子
申

１５

請
＝
９
月　

日
１５

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

都
立
若
葉
総
合
高
等
学
校
「
公

開
講
座
担
当
」　

〒　

・　

稲

２０６

０８２２

城
市
坂
浜
１
４
３
４
の
３
、
�

　

・
０
３
０
０
番

３５０▽
期
間　

９
月　

日（
木
）〜　

２８

１９

年
１
月　

日（
金
）（
全　

回
）

１２

１３

※
時
間
割
り
に
従
い
、
週
１
回

の
ペ
ー
ス
で
行
い
ま
す
。

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


��

 
通
常
講
義
の
公
開

―
秋
学
期
― 

▽
会
場　

多
摩
大
学

▽
定
員　

若
干
名

▽
費
用　

１
万
円（
受
講
料
）

▽
科
目　

社
会
心
理
、
簿
記
演

習
な
ど

▽
講
師　

近
藤
隆
雄
氏
、
金
子

邦
博
氏
他

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

多
摩
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ

レ
ッ
ジ　

�　

・
７
２
９
９
番

３３７

▽
期
日　

９
月　

日（
火
）

２６

▽
時
間　

８
時　

分
〜
正
午

５０

▽
会
場　

都
立
南
大
沢
学
園
養

護
学
校
（
京
王
相
模
原
線
南
大

沢
駅
か
ら
バ
ス
「
南
大
沢
学
園

前
」
下
車
）

▽
内
容　

授
業
見
学
、
小
・
中

学
部
説
明
会

▽
問
い
合
わ
せ　

都
立
南
大
沢

学
園
養
護
学
校　

�　

・　

・

０４２

６７５

６
０
７
５
番

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�



 

小
・
中
学
部学

校
公
開 

都営交通無料乗車券申請に必要な手帳など

手帳などの種類対　象

身体障害者手帳
身体障害者手帳の
交付を受けた方

愛の手帳（東京都療育手帳）
愛の手帳の交付を
受けた方

戦傷病者手帳
戦傷病者手帳の交
付を受けた方

被爆者健康手帳
厚生労働大臣の認定書
健康管理手当証書

被爆者健康手帳の
交付を受けた方

保護開始決定通知書生活保護受給世帯
員

児童扶養手当証書児童扶養手当受給
世帯員

当該施設の長が発行する証
明書被救護者

た
方

②
Ｂ
券（
通
用
期
間
１
年
）＝
生

活
保
護
受
給
世
帯
員
、
児
童
扶

養
手
当
受
給
世
帯
員
、
被
救
護

者※
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
交
付
を
受

け
た
方
を
除
く
。

※
戦
傷
病
者
手
帳
ま
た
は
被
爆

者
健
康
手
帳
の
交
付
を
受
け
た

方
は
、
一
定
の
障
害
の
あ
る
方

に
限
り
ま
す
。

▽
期
日　

９
月
４
日（
月
）〜

▽
費
用　

無
料

▽
申
請
方
法　

手
帳
な
ど
（
左

上
表
参
照
）
、
旧
券
（
更
新
の

方
の
み
）
を
持
参
の
う
え
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※
無
料
乗
車
券
の
磁
気
券
化
に

伴
い
、
顔
写
真
は
不
要
と
な
り

ま
し
た
。

※
既
に
発
行
済
み
で
通
用
期
間

中
の
紙
券
（
Ａ
券
＝　

年
９
月

１９

　

日
ま
た
は　

年
９
月　

日
期

３０

２０

３０

限
）
は
、
引
き
続
き
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

 
精
神
障
害
の
あ
る
方
に
も

都
営
交
通
無
料
乗
車
券 

　

精
神
障
害
の
あ
る
方
に
も
、

都
営
交
通
無
料
乗
車
券
（
通
用

期
間
２
年
）
を
発
行
し
ま
す
。

▽
費
用　

１
千
円

▽
申
請
方
法　

精
神
保
健
福
祉

手
帳
、
旧
券（
更
新
の
方
の
み
）

を
持
参
の
う
え
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
共
通
事
項

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

障
害

　

４
月
１
日
か
ら
児
童
手
当
の

支
給
対
象
年
齢
が
こ
れ
ま
で
の

小
学
校
３
学
年
修
了
前
ま
で
か

ら
、
小
学
校
修
了
前
ま
で
に
拡

大
さ
れ
、
併
せ
て
、
所
得
制
限

額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
家
庭

に
は
、
４
月
に
案
内
を
郵
送
し

て
い
ま
す
。

　

児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
る

た
め
に
は
申
請
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。
改
正
に
伴
う
申
請
に

つ
い
て
は
、
９
月　

日
ま
で
に

３０

受
け
付
け
た
も
の
に
限
り
、
特

例
と
し
て
４
月
１
日
（
ま
た
は

支
給
要
件
に
該
当
し
た
日
）
に

さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
対
象
と
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
転
入
な
ど

の
場
合
は
転
入
月
の
翌
月
分
か

ら
支
給
対
象
と
な
る
た
め
、
４

月
１
日
以
降
に
転
入
し
た
方
は
、

転
入
前
の
期
間
に
関
す
る
申
請

は
、
転
入
前
の
区
市
町
村
で
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
所
得
制
限

に
よ
り
児
童
手
当
を
受
給
し
て

い
な
い
方
で
も
、
所
得
制
限
の

引
き
上
げ
に
伴
い
新
た
に
児
童

手
当
を
受
給
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
（
申
請
手
続
き
が
必
要

で
す
）
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

①
申

請
書　

②
印
鑑　

③
申
請
者
本

人
名
義
の
金
融
機
関
（
郵
便
局

を
除
く
）
の
口
座
番
号
が
分
か

る
通
帳
な
ど　

④
厚
生
年
金
な

ど
に
加
入
し
て
い
る
方
（
国
民

年
金
加
入
者
、公
務
員
を
除
く
）

は
、
そ
れ
ぞ
れ
本
人
の
「
健
康

保
険
被
保
険
者
証
」
「
船
員
保

険
被
保
険
者
証
」
「
私
立
学
校

教
職
員
共
済
加
入
者
証
」
「
全

国
土
木
建
築
国
民
健
康
保
険
組

合
員
証
」
「
日
本
郵
政
公
社
共

済
組
合
員
証
」
「
文
部
科
学
省

共
済
組
合
員
証
（
大
学
等
支
部

に
限
る
）
」
の
写
し
ま
た
は
年

金
加
入
証
明
書　

⑤　

年
１
月

１７

１
日
現
在
、
市
に
住
所
の
な
い

場
合
は
、
当
時
の
住
所
地
の
区

市
町
村
長
が
発
行
す
る　

年
度

１７

住
民
税
課
税
証
明
書
（
児
童
手

当
用
）　

⑥　

年
１
月
１
日
現

１８

在
、市
に
住
所
の
な
い
場
合
は
、

当
時
の
住
所
地
の
区
市
町
村
長

が
発
行
す
る　

年
度
住
民
税
課

１８

税
証
明
書（
児
童
手
当
用
）

※
①
と
④（
年
金
加
入
証
明
書
）

の
用
紙
は
、
子
育
て
支
援
課
、

平
尾
・
若
葉
台
出
張
所
に
あ
り

ま
す
。
年
金
加
入
証
明
書
の
用

　

母
子
家
庭
な
ど
を
対
象
に
支

給
す
る
児
童
扶
養
手
当
（　

年
１８

４
月
〜
７
月
分
）
を
８
月
中
旬

に
受
給
者
の
指
定
口
座
へ
振
り

込
み
ま
し
た
。
該
当
す
る
方
は

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
振
込
口

座
に
変
更
の
あ
っ
た
場
合
や
振

り
込
ま
れ
て
い
な
い
場
合
は
、

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援

課
児
童
係

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�

�

�

�

�

�

▽
職
種
・
募
集
人
員　

①
保
育

士
・
３
人　

②
給
食
栄
養
士（
保

育
園
）
・
１
人

▽
対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方　

①
昭
和　

年
４
月
１

１６

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方　

②
選

択
職
種
の
資
格
（
保
育
士
、
栄

養
士
）
を
有
す
る
方

▽
勤
務
日　

月
〜
土
曜
日
の
う

ち
指
定
日

▽
報
酬　

月
額　

万　

円

１８

５００

※
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
加
入

▽
採
用
日　
　

月
１
日
予
定

１０

▽
任
用
期
間　
　

年
３
月　

日

１９

３１

ま
で

※
勤
務
成
績
に
よ
り
更
新
可
能

▽
選
考
方
法　

面
接

▽
応
募
方
法　

申
込
書
、
面
接

事
前
質
問
票
（
人
事
課
、
平
尾

・
若
葉
台
出
張
所
で
配
布
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷
可
）

を
持
参
ま
た
は
郵
送
の
い
ず
れ

か
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限　

９
月　

日
必
着

１１

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

人
事

課
人
事
給
与
係

紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

印
刷
で
き
ま
す
。

▽
申
請
方
法　

子
育
て
支
援
課
、

平
尾
・
若
葉
台
出
張
所
の
い
ず

れ
か
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
公
務
員
の
方
は
勤
務
先

▽
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援

課
児
童
係

嘱嘱
託託
員員
募募
集集

　

　

目標指標

目標現状対象指　標

減らす４５.７％成人
未成年で飲
酒を始めた
割合

減らす４４.２％成人
未成年で喫
煙を始めた
割合

�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

福
祉
課
障
害
福
祉
係
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▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ    

　

学
童
ク
ラ
ブ
の
臨
時
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

▽
対
象　

保
育
士
、
教
員
免
許

の
あ
る
方
、
ま
た
は
児
童
育
成

の
経
験
の
あ
る
方

▽
職
種　

学
童
ク
ラ
ブ
指
導
員

▽
募
集
人
員　

若
干
名

▽
勤
務
場
所　

各
学
童
ク
ラ
ブ

▽
勤
務
時
間　

月
〜
土
曜
日
の

学
校
下
校
時
〜
午
後
６
時
（
休

校
日
は
８
時　

分
〜
午
後
６
時
）

３０

で
、
週　

時
間
未
満

３０

▽
採
用　
　

月
以
降

１０

▽
賃
金　

市
規
定
に
よ
る

▽
応
募
方
法　

９
月　

日
ま
で

１０

に
履
歴
書
と
資
格
の
免
許
証
・

�
�
�
�
�
�

奥
多
摩
水
と
緑
の

ふ
れ
あ
い
館 

▽
期
日　
　

月
１
日（
日
）

１０

▽
時
間　

午
前
８
時
〜
正
午

▽
会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

市
に
住
民
登
録
の
あ

る
、
検
診
日
現
在　

歳
以
上
で

３５

前
回
検
診
月
か
ら
１
年
以
上
経

過
し
て
い
る
方

※
胃
の
手
術
を
し
た
方
、
治
療

中
、
妊
娠
中
の
方
を
除
く
。

▽
検
査
方
法　

バ
リ
ウ
ム
に
よ

る
胃
部
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影

▽
定
員　
　

人（
抽
選
）

４５

▽
申
し
込
み
方
法　

は
が
き（
記

入
例
参
照
）
ま
た
は
電
子
申
請

サ
ー
ビ
ス
（h

ttp
s://w

w
w
.

e

‐tok
y
o.lg
.jp

）
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。　

※
抽
選
結
果
は
期
日
の
２
週
間

前
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

▽
申
込
期
限　

９
月
７
日
必
着

　

若
い
女
性
を
狙
っ
た
キ
ャ
ッ

チ
セ
ー
ル
ス
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ッ

チ
セ
ー
ル
ス
と
は
繁
華
街
な
ど

の
路
上
で
呼
び
止
め
、
営
業
所

な
ど
に
連
れ
て
行
き
、
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
の
契
約
を
さ
せ
る
販

売
方
法
で
す
。

　

キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
の
契
約

は
、
特
定
商
取
引
法
の
訪
問
販

売
の
規
定
が
適
用
さ
れ
、
契
約

書
面
を
受
け
取
っ
て
か
ら
８
日

以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ（
無
条
件
契
約
解
除
）制
度

に
よ
り
契
約
解
除
で
き
ま
す
。

こ
の
期
間
が
過
ぎ
て
い
て
も
、

親
権
者
な
ど
の
法
定
代
理
人
の

同
意
の
な
い
未
成
年
者
（　

歳
２０

未
満
の
未
婚
者
）
の
契
約
は
、

消
費
者
相
談
室

�　

・

３
７
３
８
番

３７８

　
（
月
・
火
・
水
・
金
曜
日
）

事
例

　
　

日
程
前
、
街
で
「
美
容

１０
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
」

と
声
を
か
け
ら
れ
、
店
に
連

れ
て
行
か
れ
、
無
料
の
美
顔

エ
ス
テ
を
し
て
も
ら
っ
た
。

す
る
と
、
「
シ
ミ
、
そ
ば
か

す
が
あ
る
」
と
言
わ
れ
、
美

顔
器
と
化
粧
品
を
長
時
間
勧

誘
さ
れ
、
総
額
約　

万
円
の

２８
未成年者契約�

緑
の
ふ
れ
あ
い
館　

�
０
４
２

８
・　

・
２
７
３
１
番

８６

ヘ
ブ
ン
ア
ー
チ
ス
ト
公
演

▽
期
日　

９
月
９
日（
土
）

▽
時
間　

１
時
〜
、
２
時　

分
３０

〜（
２
回
公
演
）

▽
内
容　

パ
ン
ト
マ
イ
ム
、
コ

メ
デ
ィ
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
な
ど

奥
多
摩
水
源
地
郷
土
芸
能

▽
期
日　

９
月　

日（
日
）

１０

▽
時
間　
　

時
〜
２
時　

分

１１

３０

▽
内
容　

鹿
島
踊
り
、
獅
子
舞

な
ど

◆
共
通
事
項

▽
会
場　

奥
多
摩
水
と
緑
の
ふ

れ
あ
い
館
（　

奥
多
摩
駅
か
ら

JR

バ
ス
「
奥
多
摩
湖
」
下
車
）

▽
入
館
料　

無
料

▽
問
い
合
わ
せ　

奥
多
摩
水
と

�
�
�
�
�

 
行
方
不
明
者
を
探
す
相
談
所

　

家
族
や
知
り
合
い
の
方
で
、

旅
行
や
働
き
に
出
た
ま
ま
長
い

間
消
息
を
絶
っ
て
い
る
、
犯
罪

や
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
た
恐
れ

が
あ
る
な
ど
、
行
方
不
明
に
な

っ
て
い
る
方
が
い
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
本
人
を
特
定
す
る
た
め
の
資

料
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▽
期
間　

９
月
１
日（
金
）〜　
３０

日（
土
）

▽
時
間　

９
時
〜
４
時　

分
３０

▽
会
場　

警
視
庁
本
庁
舎
１
階
、

多
摩
中
央
警
察
署

※
各
警
察
署
で
相
談
で
き
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

多
摩
中
央
警

察
署　

�　

・
０
１
１
０
番

３７５

�
�
�
�
�
�
�
�
	



 
歯
科
衛
生
士

人
材
育
成
研
修 

　

健
康
の
た
め
に
、
毎
日
の
食

事
に
気
を
付
け
た
い
け
れ
ど
、

「
何
を
」
「
ど
れ
だ
け
」
食
べ

た
ら
よ
い
の
か
分
か
ら
ず
、
結

局
好
き
な
も
の
ば
か
り
食
べ
て

い
ま
せ
ん
か
。
１
日
に
と
る
料

理
の
組
み
合
わ
せ
と
お
お
よ
そ

の
量
を
、
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ

ド
を
参
考
に
し
て
分
か
り
や
す

く
お
話
し
し
ま
す
。

▽
期
日　

９
月　

日（
火
）

２６

▽
時
間　
　

時
〜
正
午

１０

※
受
付
は
９
時　

分
〜

３０

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

▽
講
師　

青
木
久
枝
氏
（
東
京

都
南
多
摩
保
健
所
管
理
栄
養
士
）

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

５０

▽
費
用　

無
料

▽
主
催　

健
康
な
食
事
づ
く
り

推
進
員

▽
申
し
込
み
方
法　

保
健
セ
ン

タ
ー
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

　

人
間
関
係
が
生
活
で
の
一
番

の
ス
ト
レ
ス
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ツ
な

ど
を
聞
い
て
、
あ
な
た
も
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

▽
期
日　
　

月
９
日（
祝
）

１０

▽
時
間　

１
時　

分
〜
３
時　

３０

３０

分▽
会
場　

総
合
体
育
館

▽
講
師　

岩
井
美
代
子
氏
（
ア

サ
ー
テ
ィ
ブ
ネ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ト
レ
ー
ナ
ー
）

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

１００

▽
費
用　

無
料

▽
申
し
込
み
方
法　

保
健
セ
ン

タ
ー
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※
手
話
通
訳
あ
り
。
希
望
す
る

場
合
は
フ
ァ
ク
ス
（
�　

・
４

３７７

９
４
４
番
）
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

▽
第
３
回
う
つ
病
等
予
防
講
演

会
の
期
日
・
会
場
・
内
容
（
予

定
）　
　

年
２
月
・
保
健
セ
ン

１９

タ
ー
・
う
つ
病
と
職
場
復
帰

　

介
護
予
防
事
業
で
は
口
腔
機

能
向
上
が
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
と

し
て
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
口
腔
機
能
向
上
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
携
わ
る
歯
科
衛
生
士
を

対
象
に
、
知
識
と
技
術
を
習
得

す
る
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
期
日　
　

月
５
日
・　

日
・

１０

１２

　

日
、　

月
９
日
・　

日
の
木

２６

１１

１６

曜
日（
全
５
回
）

▽
時
間　

２
時
〜
４
時　

分
３０

▽
会
場　

東
京
都
南
多
摩
保
健

所▽
対
象　

歯
科
医
療
機
関
勤
務

ま
た
は
在
宅
の
歯
科
衛
生
士
で
、

す
べ
て
の
回
に
出
席
で
き
、
介

護
予
防
事
業
に
意
欲
の
あ
る
方

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

原
則
と
し
て
本
人
ま
た
は
親

権
者
に
よ
り
取
り
消
せ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
未
成
年
者
は
社

会
人
と
し
て
の
知
識
、
経
験

や
家
計
管
理
能
力
な
ど
が
未

熟
で
、
一
人
で
契
約
締
結
な

ど
の
判
断
を
す
る
と
著
し
い

不
利
益
を
被
る
危
険
が
あ
る

た
め
で
、
支
払
い
総
額
が
高

額
な
場
合
は
、
親
権
者
の
同

意
が
必
要
で
す
。

　

契
約
を
取
り
消
し
た
場
合
、

商
品
は
返
品
し
、
代
金
は
全

額
返
金
し
て
も
ら
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
た
と
え
商
品
を

使
っ
て
い
て
も
、
そ
の
ま
ま

返
還
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
。

困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

契
約
を
し
た
が
、
高
額
な
の
で

や
め
た
い
。
美
顔
器
は
数
回
、

化
粧
品
は
少
し
使
っ
た
。

（　

歳
・
学
生
）

１９

▽
申
込
期
限　

９
月　

日
２９

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

東
京
都
南
多
摩
保
健
所
歯
科
担

当　

�　

・
７
６
６
１
番

３７１

稲
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

 
〒　

・　
 
稲
城
市
百
村　

の
１

２０６

０８０４

１１２

�　

・

３
４
２
１
番　

３７８

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

胃
が
ん
検
診

胃
が
ん
検
診

「胃がん検診受診希望」
１．１０月１日（日）
２．保健センター
３．住所

４．氏名（フリガナ）
５．生年月日（年齢）
６．電話番号
７．前回検診年月日
※初めての方は「初
診」と記入してく
ださい。

▼

は
が
き
記
入
例（
裏
面
）

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

あ
な
あ
な
た
の
食
事
は
、

た
の
食
事
は
、

大
丈
夫
？

大
丈
夫
？

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

 

人
間
関
係
を

人
間
関
係
を

楽
に
し
よ
う

楽
に
し
よ
う

▽
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以

５８

上
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

※
就
職
・
転
職
希
望
者
を
除
く
。

▽
期
日　

９
月
５
日（
火
）、　
１９

日（
火
）

▽
時
間　

１
時　

分
〜

３０

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

会
員
募
集（
入
会
説
明
会
）

▽
対
象　

高
校
卒
業
以
上
で
自

嘱
託
職
員
募
集

▽
対
象　

高
校
卒
業
以
上
で
自

動
車
免
許
の
あ
る
方

▽
業
務
内
容　

計
算
業
務
、
書

類
作
成
、
電
話
取
り
次
ぎ
、
Ｏ

Ａ
機
器
操
作
な
ど
の
業
務

▽
募
集
人
員　

若
干
名

▽
選
考
方
法　

面
接

▽
採
用　
　

月
１
日
以
降

１０

▽
応
募
方
法　

履
歴
書
を
持
参

臨
時
職
員
募
集

動
車
免
許
の
あ
る
方

▽
業
務
内
容　

Ｏ
Ａ
機
器
操
作
、

契
約
交
渉
、
就
業
提
供
な
ど
の

一
般
事
務

▽
募
集
人
員　

若
干
名

▽
選
考
方
法　

論
文
試
験
及
び

面
接

▽
採
用　
　

月
１
日
以
降

１０

▽
応
募
方
法　

履
歴
書
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限　

９
月　

日
１１

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限　

９
月　

日
１５

▽
期
日　

９
月　

日
か
ら
の
火

１２

曜
日（
月
３
回
）

▽
時
間　

１
時　

分
〜
３
時　

３０

３０

分▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

１０

▽
費
用　

３
千
円（
月
額
）

▽
応
募
方
法　

直
接
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�

 
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・

キ
ル
ト
教
室（
初
級
）

シルバー
人材
センター
応募・問い合わせ
� ３７７・２２１２番

登
録
証
の
写
し
（
有
資
格
者
の

み
）
を
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

※
履
歴
書
は
各
文
化
セ
ン
タ
ー

で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

文
化

セ
ン
タ
ー
課
庶
務
係

　

「
鶴
見
川
水
系
河
川
整
備
計

計
画
書
の閲

覧
・
説
明
会 

画（
案
）」
及
び
「
鶴
見
川
流
域

水
害
対
策
計
画（
案
）」
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
。
閲
覧
及
び
説
明

会
を
行
い
ま
す
。

▽
閲
覧
期
間　

９
月
１
日（
金
）

〜　

月
２
日（
月
）

１０
※
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
。

▽
閲
覧
時
間　

９
時
〜
５
時

▽
閲
覧
会
場　

市
役
所
管
理
課

▽
説
明
会
期
日
・
会
場

①
９
月　

日（
火
）・
横
浜
市
港

１９

北
公
会
堂
（
東
急
東
横
線
大
倉

山
駅
下
車
）

②
９
月　

日（
水
）・
町
田
市
民

２０

ホ
ー
ル（
町
田
駅
下
車
）

③
９
月　

日（
木
）・
鶴
見
会
館

２１

（　

鶴
見
駅
下
車
）

JR▽
説
明
会
時
間　

午
後
７
時
〜

午
後
９
時

▽
問
い
合
わ
せ　

国
土
交
通
省

京
浜
河
川
事
務
所
流
域
調
整
課

�　

・　

・
４
０
０
９
番

０４５

５０３

だ
よ
り�

商  

工  

会�

�
�
�
�
�

 

市
商
連
芸
能
大
会

▽
期
日　

９
月　

日（
日
）

１７

▽
時
間　
　

時　

分
〜

１１

３０

▽
会
場　

中
央
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　

カ
ラ
オ
ケ
、
舞
踊
、

民
謡
、
器
楽
な
ど

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

５０

▽
参
加
費　

１
千
円

▽
応
募
方
法　

電
話
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス（
�　

・
３
７
１
７
番
）

３７７

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限　

９
月
８
日



１８・９・１ 代表電話は３７８－２１１１番　（８）

古紙配合率100％再生紙を使用しています。�

●
老
人
健
康
診
査

▽
期
間　
　

月　

日（
木
）ま
で

１１

３０

▽
対
象　

６
月
１
日
現
在　

歳
６５

以
上
の
市
民
の
方

※
他
で
健
診
の
機
会
の
あ
る
方
、

１
年
以
内
に
同
様
の
健
診
を
受

け
た
方
を
除
く
（
希
望
に
よ
り

結
核
定
期
健
診
と
し
て
胸
部
エ

ッ
ク
ス
線
検
査
は
可
能
）
。

▽
内
容　

問
診
、身
体
計
測
、理

学
的
検
査
、循
環
器
検
査
、血
液

化
学
検
査
、
生
活
機
能
評
価
他

▽
申
し
込
み
方
法　

実
施
医
療

機
関
に
事
前
に
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
受
診
票　

医
療
機
関
に
あ
り

ま
す
。

▽
生
活
機
能
評
価　

介
護
予
防

の
観
点
か
ら
、
寝
た
き
り
や
要

介
護
を
予
防
す
る
た
め
今
年
度

か
ら
新
た
に
実
施
し
ま
す
。
必

ず
、
事
前
に
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト（　

項
目
）に
本
人
が
記
入

２５

し
、
医
療
機
関
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

●
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

　

老
人
健
診
と
同
時
に
実
施
し

ま
す
。
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の

み
の
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
。
今

年
が
最
終
年
度
で
す
。

▽
対
象　

老
人
健
診
受
診
者
で

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
６
月
１
日
現
在　

歳
〜　

歳

６５

７０

の
方
で
、
今
ま
で
に
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
診
を
受
け
た
こ
と
の
な

い
方　

②
過
去
に
肝
機
能
の
異

常
を
指
摘
さ
れ
た
方　

③
過
去

に
大
き
な
手
術
を
し
た
方
や
、

分
娩
時
に
多
量
の
出
血
を
さ
れ

た
方　

④
市
の
老
人
健
診
の
結

果
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ
値
が
要
指
導
と
な

っ
た
方

※
以
前
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

を
受
け
た
方
、
治
療
中
の
方
を

除
く
。

▽
内
容　

採
血
に
よ
る
Ｂ
型
・

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
検
査

▽
申
し
込
み
方
法　

老
人
健
診

受
診
時
に
医
療
機
関
に
申
し
込

　
　

年
度
後
期
（
９
月
〜　

年

１８

１９

３
月
）
の
予
防
接
種
を
行
い
ま

す
。
対
象
の
方
に
は
通
知
を
郵

送
し
ま
す（
左
表
参
照
）。

　

予
防
接
種
を
受
け
る
場
合
に

は
、
保
護
者
の
方
は
通
知
と
小

冊
子
「
予
防
接
種
と
子
ど
も
の

健
康
」
を
よ
く
読
ん
だ
う
え
、

母
子
健
康
手
帳
と
予
診
票
を
必

ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※（予約必要）の相談は、前日の午前８時３０分から予約を受け付けます。１０日（日）
の法律相談は、８日（金）に予約を受け付けます。経済課消費生活係の相談　�
３７８－２２８６番
※１１日（月）の地域出張健康相談の問い合わせは、保健センター　�３７８－３４２１番

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ    
稲
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

 
〒　

・　
 
稲
城
市
百
村　

の
１

２０６

０８０４

１１２

�　

・

３
４
２
１
番　

３７８

※
市
で
は
各
検
診
の
結
果
デ
ー
タ
（
個
人
情
報
）
を
保
管
・
集
計
し
、
今
後
の
健

康
づ
く
り
に
役
立
て
る
予
定
で
す
。
な
お
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
稲
城
市
個
人

情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
保
護
さ
れ
ま
す
。

��������	
�

介護予防健診

���������	
�

�����

　自分で気付きにくい虚弱
や軽度認知症などになりや
すい危険性を早期に発見す
るため、介護予防健診を老
人健康診査と同時に実施し
ます。
　ぜひこの機会に受診しま
しょう。

▽対象　老人健康診査を受
診する方で介護予防健診を
受けたことがない方

母子健康相談 ９時～１１時（前日までに予約） 保健センター
母親学級 １時３０分～４時（予約必要） 保健センター 
消費者相談　 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室 
人権・身の上相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

金９／１

土２

＋休日急病診療所　石坂病院（矢野口）９時～５時　�３７７－５２７８日○３ 
消費者相談　 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室 
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係月４

法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
定期健康相談 ９時～１１時（予約必要） 保健センター 
消費者相談　 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室 
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

火５

消費者相談　 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
住宅リフォーム相談 １時～４時 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係
女性の悩み相談 １０時～４時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係
心配ごと相談 １０時～正午 福祉センター

水６

３歳児健康診査（１５年８月生まれ） 保健センター
法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
労働相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

木７

消費者相談　 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室 
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係
母親学級 １時～４時（予約必要） 保健センター 
妊婦歯科健診 ２時５０分～３時２０分（予約必要） 保健センター 

金８

心の専門相談 １時～４時（予約随時） 福祉センター土９

＋休日急病診療所　桜井医院（押立）９時～５時　�３７８－３２２４
休日窓口　８時３０分～正午・１時～５時　市民課、保険年金課、課税課、納税課
法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係 

日○１０ 

地域出張健康相談 １０時～１１時 第二文化センター
消費者相談　 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室 
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

月１１

４カ月児健康診査（１８年５月生まれ） 保健センター 
定期健康相談 ９時～１１時（前日までに予約） 保健センター 
法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係 
消費者相談　 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
行政相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

火１２

１歳６カ月児健康診査（１７年２月生まれ） 保健センター
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
不動産相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 平尾出張所
心配ごと相談 １０時～正午 福祉センター

水１３

法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係 
登記相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係 

木１４

消費者相談　 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室 
人権・身の上相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

金１５

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
１
９
６
９　

今
月
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム　

特
別
価
格
の
市
民
シ
ー
ト
で
応
援
し
よ
う
！　

▽
問
い
合
わ
せ　
　

日
本
テ
レ
ビ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ　

杉
本　

�　

・　

・
３
０
３
４
番　

※
①
は
、会
場
の
都
合
に
よ
り
市
民
シ
ー
ト
の
販
売
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（株）

０４４

９４６

①
９
月
９
日（
土
）７
時
〜
／　

横
浜
Ｆ
Ｃ
／
西
が
丘
サ
ッ
カ
ー
場　

②
９
月　

日（
祝
）２
時
〜
／　

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
／
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム　

③
９
月　

日（
土
）２
時
〜
／　

ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
／
国
立
競
技
場

VS

２３

VS

３０

VS

ん
で
く
だ
さ
い
。

●
大
腸
が
ん
検
診

　

老
人
健
診
と
同
時
に
実
施
し

ま
す
。
大
腸
が
ん
検
診
の
み
の

受
診
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
対
象　

老
人
健
診
受
診
者
で
、

６
月
１
日
現
在　

歳
・　

歳
・

６５

７０

　

歳
・　

歳
・　

歳
・　

歳
の

７５

８０

８５

９０

方▽
内
容　

便
潜
血
検
査

▽
申
し
込
み
方
法　

老
人
健
診

受
診
時
に
医
療
機
関
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
共
通
事
項

　

検
診
は
い
ず
れ
も
無
料
で
す

が
、
検
査
項
目
に
な
い
検
査
な

ど
は
自
費
で
す
。

　

い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
で
食

べ
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
歯
と
歯

ぐ
き
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け

ま
し
ょ
う
。
郵
送
し
た
受
診
券

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▽
期
間　
　

月　

日（
木
）ま
で

１１

３０

▽
対
象　

６
月
１
日
現
在　

歳
７０

の
市
民
の
方

▽
内
容　

問
診
、
歯
周
組
織
の

検
査

※
検
診
の
結
果
、
歯
科
医
師
に

治
療
の
必
要
は
な
い
が
指
導
が

必
要
と
判
断
さ
れ
た
方
は
、
希

望
に
よ
り
歯
科
保
健
習
慣
に
基

づ
く
指
導
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽
申
し
込
み
方
法　

実
施
歯
科

医
療
機
関
に
直
接
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

個別予防接種指定医療機関
【三種混合・二種混合・日本脳炎・麻しん風しん混合ワクチン（ＭＲ）・麻しんまたは風しん】

電話番号住　所医療機関名
３７７－６４３３矢野口２７７－２谷平医院
３７７－５２７８矢野口６４０石坂医院

３７０－８７７０矢野口１５４１アーバンシャトル１階かじわら内科泌尿器科
クリニック

３７８－３２２４押立１２５４－１桜井医院
３７７－６０２７東長沼７９９松本医院
３７９－４８５１東長沼１７２６－１６東長沼クリニック
３７８－７２７７東長沼３１０６－３オークプラザ２階立花こどもクリニック
３７９－４８７０東長沼３１０７－１ピアタウン２１　２階あべ内科クリニック
３７７－６１２８大丸１１８稲城診療所
３７７－０９３１
※予約受付＝３時～５時大丸１１７１稲城市立病院

４０１－３７３３大丸３０５１－１いしがき医院
３３１－８５７０平尾１－５０－２０簡野クリニック
３３１－８２０１平尾１－５４－２０高クリニック
３３１－８２２１平尾３－７－２６平尾内科クリニック
３７８－６６７７向陽台５－５－３向陽台クリニック
３５０－７１７１長峰２－２－２長峰クリニック
３５０－６０７５若葉台２－４－４若葉台駅前ＫＭビル２階若葉台クリニック
３５０－６９７７若葉台４－１８－４もりこどもクリニック

※接種日、時間などは医療機関により異なりますので、確認してください。

予防接種（１８年度後期）

期日・会場通知時期（通知対象）対象種類方法

１０月５日（木）・保健センター
１２月２１日（木）・保健センター
２月２２日（木）・保健センター

生後３カ月になる月の上旬生後３カ月以上６カ月
未満の方ＢＣＧ

集
団
接
種

１１月７日（火）・城山文化センター
１１月１０日（金）・第二文化センター
１１月１３日（月）・第三文化センター
１１月１５日（水）・保健センター
１１月１７日（金）・第四文化センター
１１月２０日（月）・第三文化センター
１１月２１日（火）・保健センター

１０月
（１８年２月～７月生まれの
方）生後３カ月以上９０カ月

（７歳６カ月）未満の方

ポリオ（１回目）

１０月
（１７年８月～１８年１月生ま
れの方）

ポリオ（２回目）

指定医療機関で通年実施
※右表参照

生後３カ月になる月の上旬生後３カ月以上９０カ月
（７歳６カ月）未満の方

三種混合
（１回目、２回目、
３回目）

個
別
接
種

１歳６カ月になる月の中旬三種混合　追加

１歳になる月の月末生後１２カ月以上２４カ月
未満の方

麻しん風しん混合
（ＭＲ）、麻しんま
たは風しん
（第１期）

７月　※通知済み
（１２年４月２日～１３年４月
１日生まれの方）

５歳以上７歳未満の方
で、小学校就学の始期
に達する日の１年前の
日から当該始期に達す
る日の前日までの間の
方（保育園幼稚園の年
長児）

麻しん風しん混合
（ＭＲ）、麻しんま
たは風しん
（第２期）

※現在、積極的勧奨を見合
わせています。特に接種を
希望される場合は、医療機
関にご相談または保健セン
ターに連絡してください。

生後６カ月以上９０カ月
（７歳６カ月）未満の方

日本脳炎
（１回目、２回目、
追加）

９歳以上１３歳未満の方日本脳炎（第２期）

１１歳になる月の月末１１歳以上１３歳未満の方二種混合（第２期）
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年
度
後
期

　

年
度
後
期
予予
防
接
種

防
接
種

１８１８

老
人
健
康
診
査

老
人
健
康
診
査

 
歯
周
疾
患
検
診
・
改
善
指
導


